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本日のプログラム
2023 年 5 月１7 日 (水)

通算第 3039 回例会

本年度 第 29 回

瀬戸商工会議所

例会次第
・開会点鐘

・「我等の生業」

・出席状況

・会長挨拶

・行事

・祝福

・幹事報告  

・副幹事報告

・委員会報告

・その他の報告

・次年度クラブフォーラム

  

前回例会 記録

・2023 年 5 月 10 日第 3038 回例会

・場所 瀬戸商工会議所

・出席報告 51 名 出席会員 39 名

当日出席率 76.47%

・行事 クエンさんに米山奨学金授与

・本人誕生日

                鈴木 紹陶武君

・結婚記念日

         亀井 勝君

        田中 靖達君

         加藤 陽一君

         鈴木 政成君

・卓話地区 RYLA 委員長 田中 靖達君

「RYLA セミナー報告」

第３０３８回例会 会長 牧オサム君 挨拶
皆さんこんにちは。本日は瀬戸ロー

タリークラブ第３０３８回、本年度２８回目

の例会となります。本日のゲストは米山

奨学生 ドティホンクエンさんです。

さて、皆さんゴールデンウィークはどこ

かへお出かけになられましたでしょう

か。私は家族で温泉ならぬ東京へ行っ

て参りました。今回は子供に行き先を計

画させたところ、上野動物園でパンダを

見たい。TV 番組「博士ちゃん」でお馴

染みの国立博物館に行きたい。浅草に

行きたい。スカイツリーに行きたい。国

立競技場に行きたい。羽田に行きた

い。などなど希望を全て取り入れ、電車

と 歩きで ぐ るぐ る回って 、三日間で

50,000 歩弱ほど歩いてきました。観光

地はどこもほんとうに大勢の人で賑わっ

ており、いよいよアフターコロナの時代

に入ったなと実感させられました。

そのコロナですが、昨日５月８日から

コロナは第５類に格下げ分類になりまし

た。どう変わるかというと、「感染した場

合の外出自粛要請はなくなり、外出を 5

日間控えることの「推奨」に変わります。

そして治療薬は公費負担が続きます

が、PCR 検査や外来での医療費は自

己負担が発生します。濃厚接触者に対

する外出自粛の要請もなくなり、学校で

は、児童や生徒本人が感染していなけ

れば、出席停止の対象にする必要がな

くなります。感染者の発表も 1 週間の

合計を次の週の金曜日に発表する形と

例会予定

5 月 24 日(水)

卓話者: 稲垣孝幸君

      柚木 猛君   

演   題: 新会員の卓話

5 月 31 日(水)

規定休日

6 月 7 日(水)

クラブフォーラム

担当 : 会長 幹事

なり、実数がわかりにくくなります。」

自己管理をしっかりしろということで

すね。

さて、今月のロータリーは、青少年

奉仕月間であります。ちょうどそれに

合わせるように３月には、田中靖達地

区委員長率いる地区 RYLA 委員会

が満を持して、RYLA 研修セミナーを

リアルに 3 年ぶりに開催されました。

後ほど、卓話にてしっかりと報告を

していただきますが、５年前瀬戸がホ

ストをした RYLA セミナーに参加した

ことを思い起こしますと、青少年のリー

ダーシップについてみっちり研修が

行われ、参加された青少年の皆さん

の、自立と成長を目の当たりにしたこ

とが印象的でした。

今回も素晴らしい成果を上げられた

ことと思います。これからも、引き続き

私達ロータリアンが積極的に若い世

代の活動を支援していく必要があると

思いました。

協力を続けていきたいと思います。

ありがとうございました。
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地区 RYLA 委員長 田中 靖達君

「RYLA セミナー報告」

皆様、改めましてこんにちは。本年度、地区 RYLA 委員会委員

長であり、この瀬戸 RC でも RYLA 委員会の委員長を務めており

ます田中靖達です。本日は本年度残り少ない貴重な例会の卓話

の時間を頂き大変感謝をしております。本日の卓話のタイトルは

第 31 回地区ＲＹＬＡセミナー報告でありまして、この３月に開催さ

れましたＲＹＬＡセミナーの報告を中心にさせて頂きます。それで

は早速進めさせて頂きます。

今更ながらですが、初めてＲＹＬＡという言葉を聞く人もこの中

にはいらっしゃいますので、少しだけＲＹＬＡの説明をさせて頂き

ます。ＲＹＬＡという文字は Rotary Youth Leadership Awards の

頭文字を取ったもので、意味としてはロータリー青少年指導者養

成プログラムとしています。14～30 歳の若い世代を対象とした短

期集中型のリーダーシップ育成プログラムで、地域で活躍する人

や豊かな経験を持つ人たちと一緒にコミュニケーションや問題解

決のスキルを磨きながら、仲間との交流を通じた学び、自分の可

能性を発見し、行動へとつなげる力を育みます。

私たちロータリアンは、未来のために種を蒔くことが大切であ

り、このセミナーを通して受講生には価値観の多様性、視野を広

げることの大切さを伝えると共に、大人として扱い、決断と行動に

は責任が伴うことを教え、あきらめない心の大切さを伝えていま

す。

また RYLA 委員会と共に活動する RYLA 学友会は、過去に

RYLA セミナーを受講した学生・社会人からなる組織で、インター

アクト、ローターアクト、青少年交換出身のメンバーも多数在籍し、

近年ではロータリアンとしても活動するメンバーもいます。RYLA

セミナーだけでなく、ロータリーの様々な事業にも参加し、RYLA

委員会とより良いパートナーシップを結んで活動しています。

この写真は皆様には少し懐かしいかもしれませんが、2018 年に

瀬戸 RC が第 26 回のホストクラブをしました。この時は全トヨタ労

連研修センターつどいの丘にて開催され、基調講演に元オリンピ

ック ノルディック複合選手でした荻原健司さんをお招きしたりして

大成功に終わりました。私はこの年度より地区 RYLA 委員会と瀬

戸 RC の橋渡しをするために地区 RYLA 委員会へ出向しました。

実は私はこの年度が終わったら翌年、お礼の意味でもう一年だけ

地区に居て帰ってくる話になっていましたが、気が付いたら本年

で６年在籍していて、委員長にまでなってしまいました。

第 27 回は従来までのホストクラブ制が、この年を当クラブの都

合で急遽無くなり、これ以降、RYLA 委員会と RYLA 学友会だけ

で開催することになりました。設営、運営のスタッフが少ない状態

でもこの年は、社会人・大学生の部と、高校生の部と年に２回の開

催をしました。スタッフはヘトヘトでしたが、この年に開催した高校

生の部の会場が本年の開催地と同じです。そしてこの高校生の

部に参加した方が今、RYLA 学友会で大活躍しております。

ここからコロナの影響が出てきます。映像にはありませんが、第

28 回はコロナの影響で直前に開催が中止となりました。そしてここ

に写っております第 29 回はコロナ禍ではありましたが、当時のガ

バナーより、前年の中止もあり、本年は何としてでも開催して欲し

いとお願いされました。

前年もこの年もインターアクト、ローターアクト、青少年交換の殆ど

の事業が中止になっていたこともあり、開催するにあたり、感染対

策やそれに関連する費用は全て出すと言われましたので、我々も

未知なるコロナが怖かったですが、とにかく開催する方向で進め

ました。

この会場に決めたのは現地のＲＣが例会で日常使用しているこ

と、客室など我々が求める環境と、その使用の自由度、そして費

用面も考慮するとこの豊橋のロワジールホテルでの開催が最適で

した。ちょうどこのタイミングはコロナの感染数が少なくなっており、

行政の規制も緩んだタイミングでしたので、開催できました。ただ

し部屋の使用にも規制があったので宿泊部屋からのオンライン

と、会議室の換気を万全にして時間制限で対面ディスカッションを

進めました。我々はこれ以降、この開催方法をハイブリッド開催と

いっています。

ちなみにこのセミナーから現在、瀬戸クラブや地区でも大活躍を

しております澤田武憲くんが本来、次年度からの出向ではありまし

たが、RYLA 委員会にフライング参加してくれております。いつも

本当にありがとうございます。

そして昨年度開催をしました第 30 回もハイブリッドなら行けそう

だと信じておりましたが、開催の２週間前に愛知県のコロナ感染

者数が爆発的に急増し、とても開催できる情勢ではありませんで

したが、またもや何とか開催しろという天の声が聞こえてきまして、

もう我々がどうなろうとも、開催するためにはフルオンラインなら良

いのではという結論になり開催をしました。

この時は豊田市福祉センターと家にいる受講生とを zoom で繋い

で、ホールでは普通にセレモニーもしました。荒い部分もありまし

たが、我々だけで全てを準備し、初めてのフルオンライン形式で

あったことも考慮しますと大成功でした。

そして本年であります第 31 回は、当初より、今までの経験も大

いに取り入れて、フルオンライン形式と対面形式の良いところを全

部やってしまおうと考えていました。それにコロナの影響がどこま

で出るのか分かりませんでしたので、両方進めておいたほうが突

然の変更にも耐えられると考えていました。

まず 3 月 12 日にセミナー１としてフルオンライン形式で開催し

ました。各分会に分かれてのディスカッションは zoom にて生での

やりとりですが、開講式、閉講式のすべてを事前録画で行いまし

た。その分、当日そういった設営に手間が取られず中身に集中で

きたのが良かったです。受講生も zoom でのやりとりは慣れていた

ようで、インバウンドの学生が日本語が話せなくてコミュニケーショ

ンが取れなかったのを、日本人の受講生が英語が分からなくて

も、このようにグーグル翻訳などを使ってやり取りしている姿はさす

がだなと思いました。

そしてセミナー２を 3 月 25 日、26 日に豊田市総合野外センタ

ーにて対面開催を致しました。

ここは先ほど、ご紹介しました第 27 回の高校生の部で開催した場

所でもありましたが、委員会メンバーの殆どが新しくなっていたの

で、慣れている人は少なかったですが、開催内容のイメージが固

まっていましたので、わりとスムーズにできました。

今回はフルオンラインで受講生たちは自己紹介をすませていまし
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ニコボックス報告(3037 回例会)
地区ＲＹＬＡ委員長 田中靖達君の卓話を楽しみにしていま

す。会長 牧オサム、幹事 加藤克己

誕生日を祝って頂きありがとうございます。昨年の 5月に入会

させて頂き、1年が経ちました。今後とも御指導御鞭撻のほど

宜しくお願い申し上げます。鈴木紹陶武

結婚記念日を祝っていただき心から感謝。亀井勝

結婚記念日を祝って頂きありがとうございます。田中靖達

結婚記念日 50年以上すぎました。加藤陽一

結婚記念日をお祝い頂きありがとうございます。お陰様で 5月

15 日で 47 回目になります。鈴木政成

野田先生には大変お世話になりました。ありがとうございま

した。加藤陽一

卓話をさせて頂きます。宜しくお願い致します。田中靖達

地区ＲＹＬＡ委員長 田中靖達君の卓話を楽しみにしています！

青山貴彦、青山稔、稲垣孝幸、井上博、江坂正光、大澤英

雄、刑部祐介、小野隆浩、梶野輝雄、加藤一夫、ｶﾈ三加藤克

己、加藤定江、加藤捷、加藤唐三郎、加藤眞言、加藤光哉、

加藤陽一、金谷康正、亀井勝、草野真吾、小林稔、近藤三

博、鈴木伸、鈴木紹陶武、鈴木政成、鈴木光彦、高橋信郎、

戸田由久、増岡錦也、松村晋也、松本哲也、山本英雄、柚木

猛

たので、この対面開催のセミナー２は初めから深い内容に進むこと

ができました。

当日は２日間ともあいにくの雨でしたが、このキャンプ場は全天候型

ですので、雨の影響でプログラムの変更はありませんでした。ちなみ

にホテルではなく、このキャンプ場を選んだ理由は、フルオンライン

がデジタルならば、対面は超アナログでやろうと思っていまして、近

年の閉塞感を打破するきっかけとして、よりアクティブな環境で開催

をしたかったからです。

基調講演はハートフルコミュニケーションズの谷口敏夫さんにお

願いをしました。心理学スクールや探偵、企業コンサルティングなど

様々なことをしております。この方は私が前から知っておりまして、青

年会議所時代にも講師としてお招きしたり、私自身、この方のセミナ

ーを一泊二日で受けていますので、間違いないと思っていました。

何より優等生ではなく、アウトローからの言葉が、予想通り受講生の

心に響く大変素晴らしいご講演になりました。

今回のセミナーテーマが「夢を咲かそう！」であり、セミナーはこの

テーマに沿って進めていきます。ディスカッションが主なプログラム

で、各分科会に分かれて、ロータリアンのカウンセラーと RYLA 学友

会のヤングカウンセラーがナビゲーターとなり受講生主体で進めて

いきます。

夕食はキャンプ場ならではのカレーを各分科会ごとに作ってもら

いました。

ただご飯をたべるだけより、一緒に作って、みんなで食べて、より仲

良くなって欲しいと思っていましたので、これまた大成功でした。

続いてキャンプといえばカレーの次はキャンプファイヤーですよ

ね。もうコテコテな設営ですが、各分科会で出し物を用意していたり

して、大いに盛り上がりました。近年、受講生がここまで笑顔で大騒

ぎをしていた光景を見ていなかったので、盛り上がっている姿にちょ

っとウルっときました。

翌日には成果発表を各分科会でしてもらいました。

テーマから自分たちの答えを導き出すのですが、各分科会で全然

違う答えが出てくるのは、面白くもありますが、大人の私たちでもはっ

とさせられる事がたくさんありました。まだまだ日本の未来は捨てたも

んじゃないと感じました。

閉講式が終わって昼食をこのセミナーの打ち上げとしてバーベキ

ューを開催しました。これは受講生もそうですが、設営側のロータリ

アンも肩の荷が下りたのか、これも大いに盛り上がりました。当初は

事業の一環として行うのだから閉講式の前にやるべきという話もで

ましたが、打ち上げを緊張してやるのはおかしいだろうということで

閉講式後に行いました。結果、この順番にして良かったと思ってい

ます。

そして今回、以外だったのが、受講生の皆さんたちが休憩時間

とかバーベキューとかの時間に、ガバナーをはじめ地区役員の皆

様に気軽に相談をしていました。普通でしたら怖くて近づけないと

思っていましたが、子供の無邪気さには驚きました。この写真もや

らせではありません。

今回、うちの娘も受講しておりましたが、将来の夢とかを相談して

いたらしく、後からガバナーに娘の話をちゃんと聞いてやれと言わ

れてしまいました。

そして今回のセミナーには瀬戸 RC より４人の受講生が推薦を

頂きました。

☆荒川 涼風 さん

☆中村 寧杏 さん

☆田中 結愛 さん

☆田中 煌一郎 くん  です。

本日、皆様にお配りしておりますのはこの４人がセミナーに出ての

感想文です。

時間の都合でご紹介できませんので、仕事の合間でも結構ですの

で、読んでみてください。

それではここで今回のセミナーのダイジェストを５分にまとめた映

像がありますのでご覧ください。

それでは最後に告知をさせてください。

第 32 回地区 RYLA セミナーも２部形式で開催をいたします。

セミナー１を 3 月 16 日（土） フルオンラインで開催します。

そしてセミナー２を 3 月 30 日、31 日に本年度と同じ開催場所であ

る豊田市総合野外センターにて対面式で開催します。もともと本年

度のセミナーが成功すれば、私は次年度も同じ内容で、クオリティ

を上げて開催しようと考えていました。イメージは劇団四季と一緒と

いうか回を重ねてブラッシュアップしていこうと考えています。

次年度も青少年の未来のために頑張って参りますので、ご支援

宜しくお願い致します。それではこれで終わらせて頂きます。ご清

聴ありがとうございました。


